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線やロジステ ィッ ク曲線は， しばしば人 口増加関数として も利用されてい























































































s . y(t)だけビルトア yブされると仮定する すると十分短い単位時間ムt
内にビルトアップされる比率ムyは




d1 ニグy(t)(J-y(t) (2.5) 
を得る. この微分方程式の解は
U(t)=ln 
1 + cε-ρ (cは任意定数) (2.6) 
となり， ロジスティック曲線を得る.ここで，t = 0の状態に注目すると，
1 -y(O) ν(0) =一一→ C二
1 -c y(O) 
となるので cは t= 0における非ビルトアップ率のビルトアップ率に対
する比率であると分かる.




























[t" }~ ~ 7 ')705!i6$] = iビルトアップ見込地区面積)ビルトアップ見込率]==

























































プ曲線"と呼ぶ.原則 (1)、(2)の意味をふまえて， slぅs2は正とす る.本研
究ではビルトアップ曲線 (2.13)を主要な分析対象とする.
なおslニグ2の場合は式 (2.12)ぅ式 (2.13)の 1/(s2-sdの項が発散して
しまうので， これらの式は使えない • s = sl = s2とおいて，連立微分方
程式を解きなおせば，sが等しいときのビルトアップ見込曲線ば(t)， ビル
トアップ曲線拡(t)は
(ば(t)= (c]日+山 (イ日し叩任問) (2.14) 
ν~(t) == 1 -(c1t + c2)e-st 一
















dY2 (t) 一一一=ん(z(t) -Y2 (t) 
dt 
(2.17) 




























Y 1( t ) = n s 1 n (e -s， t-e -s21 ) (2.18) Ul-F F e 2 -fJl 
~(t)-lF2-β1t + β r. -s2t Y2 一 ---e，-.-  e 
s2 -sl ' s2 -sl 
(2.19) 
と表わされる. ビルトアップ曲線の基本曲線 (2.19)は係数グlぅゐに関 して
対称な式であり，係数を入れ換えても式の形は変わらない.式 (2.18)，式
(2.19)に従属して未開発地区の基本曲線も
れれ)二 1-Yl(t) -Y2(t) 
=ε-s， t (2.20) 
21 
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ただ見ただけでは この項の意味はわからな い.そ こで，未開発地区曲線と





ムYl 二 (sIYO-s2Yl)'ムt (2.24) 




ムYO = (1ー ムYlー ムY2)・ムt
-sIYO・ムt (2.26 ) 
と得る.これら離散的な式を利用して，ま ず単純な形式の未開発地区の基
本曲線 (2.20)の意味を式 (2.26)を使って考察し，それをふまえてビルト
アップ見込地区の基本曲線 (2.18)の意味を式 (2.24)を使って考え る.
基本曲線の考え方によって，t =0の時にνoニl(Yl= Y2 =0)とし，時















Yl，2ニ Yl，l+ YO，lB] -Yl，lB2 
Bl + (1 -BdBl -BIB2 
= Bl(l -B2) + (1 -Bl)Bl 
となる.以下時間の経過に従い，表 2.1のようにビルトアップ見込率
は変化する.そして一般的に第 η 期では
Yl，九 二 Bl{(1 -B2)η-1+(1-Bd(1-B2)丸一2
+(1 -Bd2(1 -B2)n-3 + .. + (1 -Bl)JC-l(l -B2)n-k 















= Bl~1 -B2)n -(1 -Bl)n 
~ (1-B2) -(l-Bd 
-fE{(1-BOn-(1-B2)つ
28 
となる.ここで t二 17ムtとおき ，tを固定して 17を無限大にし，未開
発地区率の曲線を導くときに得た式，
J主lL(l-Bl)7t=ε-s1t
を利用して整理すると， ビルトア ップ見込率の基本山総 (2.18)





を示し，分母のゐ-slは因数分解によって現われた値 (1-sl) -(1-s2) 
が整理された形と理解できる.
なお，s = slこんの場合，式 (2.30)は，
Yl，九 二 B{η(1-B)η-l} (2.31 ) 
となる.ここで先と同様に t=ηムtとおき ，tを固定して η を無限大
にすると， sl = s2の場合のビル卜アップ見込率の基木曲線釘(t)のず
lMt(l-P-1 二 ste-s
= fj;(t) 




Y2，n(t) = 1 -YO，n(t) -Yl，n(t) 
によって，全体からビルトアップしていない比率を引いた残りであると解
釈できる.
以上のことを図 2.8と同じように 1x 1の正方形の図 2.9を用いて説明














1.0 Clsls2 ~ -sl t I C2s_ 2 rJ -ß2 t 上 ~_ 0一β3t
(s2 -sl) (s3 -sd ~ 's3 -s2 -
1 _ Cls2s3e-FIt-C2s3e-ht-cqE-33t 































(s3 -s2)(s2 -sl)(sl -s3) 
x {(s3 -s2)ε-s1i + (sl -s3)e-s2i + (s2 -sde-s3t} (2.35) 
F2s3 ro-s1t 
1+ (sl -s3)(s2 -sd 
sIs3 β1 グls2βε的 +eP3t(2.36)
(ß2-ßl)(ß3-ß2)~ I (s3-s2)(ム-s3) 
を得る.これらのうち，式 (2.33)は2段階ビルトアップモデルの未開発地区
の基本曲線 (2.20)と，式 (2.34)はビルトアップ見込地区の基本曲線 (2.18)
と等しい.そして関数 Y2(t) + Y3 (t)はビルトアップ曲線の基本曲線 (2.19)




かる.図 2.10からもわかるが， 3段階の基本曲線は 2段階の場合と同様に
変曲点を必ず 1つだけ持つ.なお，その証明は繁雑なので付録 2.Aに譲る




















































区 αみを考え， 1寺点 tにおけるビルトア yプ率を必(t)ヲ必(t)，[!jJ線の任意


























-1pG F2 刀 -s1t_ .，.Q.o-s2t 
よし1s2 -slし し2し
1 _".b s2 ρ-sl(t+T) _ .，b ρ-s2(t+T) 
ームし1s2 -slし し2'-'








s 1 ，.， -s 1 t I /l ，-s2 t 
し132-Pl '2C 
s2 "，-s1t ρ '" -s2t 
ー 一 一 .~-







u;(t)=l-32e-Fl(t+ア)+グl ε-s2(t+T) (3.4) 




















(但し Cl・C2は任意定数ぅsl> 0， s2 > 0) 












い地区を考えたとき， ビルトアップ曲線は図 3.4のようになる 1 広い地区
のうち時点 kにビルトアップされている地区の比率分縦軸をあげ，合わせ
て横軸もずらし，原点を 0'，こ移すとビルトアップ傾向は図 3.3と等しい傾




値 |μ|に注目すれば，図 3.3のビルトアップ曲線は， 1 + Iμ|の大きさの地
区の部分地区のビルトアップ曲線と位置づけできる.
以上によって，式 (3.5)に従い正負様々な値をμに代入した曲線群の例




川)= 1 -(1 -μ)(F2e-AM-Pl け (t叶 (3.6)
¥s2 -sl - s2 -sl - ) 
と書き直される.式 (3.6)と式 (3.2)を比較すれば¥任意定数の対応関係は





となるので，ここから係数 Cl，C2についての制約条件を {O< Cl < 1なら
ばo< (sl -s2)/sIC2 < l}または {Cl< 0ならば (sl-s2)/sIC2三O}と
1図3.4では 0'の高さをビルトアップ見込率=0とした.そして図3.5の状態は図 3.4での時点、 kにあたり，











SoY~ + S"y~ 九(t)= 
So 十，お
となる. ここに式 (:3.2)を代入して整理すると，
Sa c~ + Sf，ci ¥ s2 ，-sl t (So c~ + SbC~ ¥ r，-s Y;(t)二 1-C~ U;， l '~(I-l)ερ _ ( ~ U ~L '~('-L) ε-ρ2 t (3.9) 
S口+Sb / s2-/31 - So 十 Sl，
と得る. ここで
C15OCパ~ + S丸(，ιJ-- U -J --!' - J Cつ一
i S。+SL ・ L Sa 十 Sh
とすれば式 (:3.9)は式(:3.2)と全く同じである.つまりビルトアップ曲線は































現を得る.この 2本の式を元の Yl(t)の微分方程式に代入すれば，Y2 (t)の
2階微分方程式
1 d2U2(t) I'l r， 1 dY2(t) _ IJ.¥ i dY2(t) 一 二 sl~ 1一一一一一 -Y2 (t) }一一一-s2 dt2 ("1 l ~ s2 dt ;:"-¥-/ J dt 
が得られ，これを整理すると，
2Y2(t) I'l I'l {1 (J. ¥ ¥ 1 Q I Q ¥ dY2 (t) 
dt24192(1-U2(t))一(sl十F2)17 (3.13) 
46 
となる.式 (3.13)はslと/32が対称なので， ビル卜アップ過程の第 1段階と
第 2段階の比率を入れ換えても最終的に得るビルトアップ曲線は基本的に
変化しないことがわかる.このことはビルトアップの基本曲線，。2(t)=1- 32e-FIt+ PI A-321 







F = rnα 
と書ける. ビルトアップ曲線では物体の質量に対応するものが想定し難い
ので m 二 lとすれば， ビルトアップの加速度ぱはビルトアップ率の変化





























1. 0 .， '・ 1. 0 
C(β'1 = 0.0ら仇=0.16) 
(sl = 1.0， s2= 0.053) 
0.5 O. 5 
K 
(sl = 0.1， s2= 0.1) B(s1 = 0.12，s2 = 0.1667) 
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Y2(L) =: 1 -Cl一三プ-sIT_ C2e-s1T 
a -1 
(3.26) 
と書ける 式 (3.25)と式 (3.26)の違いは時間の経過の早さが伊に変化し
ているだけである.
なお， ビルトアップの勢い 1/sl十1/んが共通なビルトアップ曲線は図
3.15のように相平面上では形が大きく変わる.図 3.15は 1/sl十 1/んを 20
に也|定し， slを 0.06から 0.01刻みに 0.2まで変化させて曲線を書いた.








曲線は定数項付き指数曲線に近い形となる .図 3.16(a)の場合は辺 OAに






Y2 (t) =: 1一(1-μ)(F2e-FIt-FIe-32f) 








t* =: ~og s2 -log sl 
グ2- Pl
である.すると，変由点でのビルトアップ率め(t*)の値は
I (/31¥ポ訂 ( s2¥ポ石|Y2(t*) =: 1 -(1 -μ)¥[':1)-.+[r:L). - ~ (3.27) 
1¥/32) . ¥sl) 
となる .μが正のときは Y2(t*)> 0なので，曲線が変曲点を持つのは明らか
であるが?μが負の場合，ビルトアップ曲線が変由点を持つ場合と持たない
場合がある.変曲点の有無もグ1とんの比で決まるので，s2二 αβ1(0 <α< 1 
とする)とおくと，式 (:3.27)は
Y2 (t *) =: 1一(1-μ){ 0古 +α市}
となり， ここから Y2(tつ>0をとくと結局，
μ>1-















































































































8割にあたる 21地区で最初の何年かのデータが除かれた.地区[東京 2]， 
l東京 3]のように使用収益指定後のデータの一部も計算からはずれた例も
でた.地区[東京 2]は事業認可後 5年間で1.6%しかビルトアップが進ん







半部や，図 4.1で 4，5年 目までに多くみられるビルトアップ率がほとんど増
加しない時期のデータは除かれた.基準 (1)によってデータを除いた結果











地区名 認可年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目
8年目 9年目 ]0年目 11年目 ]2年目
東尽] 上JO.60 10.60 ] 5.35 15.35 16.60 20.イl
東京 2 7.40 7.40 8.31 8.48 8.73 9.04 よ10.16
12.28 13.51 13.87 
東京 3 17.60 1 i .60 18.94 19.29 J.19.61 20.23 21.87 
24.14 25.41 26.80 
東京 4 15.50 15.50 ] 5.50 15.50 よ15.72 15.72 20.29 
神奈川] よ38.00 40.89 44.24 50.03 53.11 57.71 62.38 
70.16 73.80 74.47 76.10 
干葉 1 5.60 5.60 5.69 よ 5.83 7.53 8.54 16.61 
23.67 28.20 34.58 
千葉 2 8.]0 8.10 8.1 0 8.10 よ 8.]0 9.67 17.50 
27.19 31.01 35.18 
千葉 3 6.]0 6.]0 6.] 0 上 6.]0 6.80 17.56 22.52 
29.81 36.31 39.61 
千葉 4 ]9.20 ]9.20 ]9.50 ]9.50 19.93 よ20.04 20.19 
32.69 イ2.90 53.39 
千葉 5 ] 1.50 11.50 ] 1.50 ] 1.50 よ]1.50 11.50 13.72 
23.35 27.24 31.54 
千葉 6 7.80 7.80 7.80 7.94 9.14 よ 9.37 10.56 
13.47 17.03 21.53 25.66 
埼玉 1 17.40 1i.40 ]8.43 18.80 上]9.14 19.59 22.83 
27.65 29.84 33.13 35.06 
埼玉 2 29.90 29.90 よ30.04 30.90 32.23 34.03 
埼玉 3 ]7.90 17.90 17.95 よ19.02 ] 9 .48 23.39 25.79 
29.33 35.66 
埼玉 4 5.60 よ 5.60 5.65 7. 73 11.84 23.58 29.96 
埼玉 5 ]3.70 ]3.85 14.]3 ]5.30 15.89 よ16.14 16.88 
19.80 21.52 
埼玉 6 よ50.60 53.27 53.42 54..70 56.53 
埼玉 7 25.40 25.83 よ26.74 27.82 30.72 33.89 38.07 
44.51 4ι54 
埼玉 8 25.]0 25.] 0 25.10 25.]0 25.10 25.]0 上25.]0
28.02 29.75 31.69 
埼玉 9 よ]9 .]0 ]9.] 0 21.95 24.86 24.92 25.56 26.76 
埼玉 ]0 3.10 3.10 よ 3.10 4.32 5.46 
埼玉 11 0.20 よ 0.20 1.24 4.67 8.75 
埼玉 12 上 0.80 5.45 5.45 6.36 
埼玉 ]3 ]5.00 15目。 ]5.89 よ16.77 17.85 21.39 27.48 
33.65 35.90 
埼玉 14 6.50 6.50 6.86 よ 7.]3 8.66 10.74 13.89 
埼玉 ]S 21.60 21.60 22.74 上22.82 23.29 26.47 30.46 


























地区名 有効データ数 開発業者の参加 回責 沿線名，最寄り駅名
東京 1 6 ]0%未満 京王線
東京2 5 10'7<，未満 83.9ha 京王線:めじろ台
東京3 7 ]0%未満 京王線
東京4 3 京ヨ乙線
神奈川 1 12 ]0%未満 小田急~%j事
千葉 1 8 10%以上 l.5.4ha 常磐線:馬橋
千葉2 7 ]0%未満 7.6ha 常磐線:馬橋
千葉3 8 10%以上 13.6ha 常磐線:馬橋
千葉4 6 10%以上 26.7ha 京成線:臼井
千葉5 10%以上 ※ 内房線
千葉6 7 ]0%未満 ※ 内房線
埼玉 1 S 
埼玉2 4 
埼玉3 10%未満
埼玉4 6 10%以上 4.5.8ha 東武野回線:八木崎
埼玉5 5 10%未満
埼玉 6 5 
埼玉7 8 10¥'7"未満
埼玉 8 5 ]0男未満
埼玉 9 S 10%未満
埼玉 10 3 ]0%未満
埼玉 11 4 川越線
埼玉 12 4 
埼玉 13
埼玉 14 5 































とそのまま 書けば，最小化を行なう残差 2乗和 Sは












40 埼玉] 60 
40 20 埼玉 9
埼玉1.5 東京 3
t 20図

















































表 4.5を一枚の図に表わしたのが先に示した図 4.3である 1 図 4.3に各地
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線沿線の 4地区のうち， 3地区はどちらかに属した.また図 4.17と図 4.18
はそれぞれ初期ビルトアップ率が 20%，25%の曲線である.これらの図の






図 4.19及び図 4.20である.図 4.19は最初の状態でビルトアップ見込地区が
存在する地区群であり，上から最初に状態におけるビルトアップ見込率が
65%， 33%， 10%の曲線である.最初のビルトアップ見込率が高いほど， ビ
ルトアップ速度も速い.
図4.20は初期ビルトアップ地区が正の地区群であり，上から初期ビルト
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30 4b 5'0 
図.5.1:東京都自治体の人口密度変化(昭和 25-60年，都心70km圏)




















P(t) = 8l，入 Y2(t)








更に自治体の面積を 8，人口密度を ])2(t)とおき，式を Sで割れば人口
密度増加曲線
われ)ニゴパl一(1-μ)(~ ε-sl(t+T) sl 州 t叶}.(5.2) 










































































































表 5. 2 グループ II の人口密度曲線(都心からE鴎i~がある東海泡線沿線地域)
sl = 0.107 1 ゐ=0.091，人口増加の勢いニ 20.32年
自治体名 面積 最終人口密度初期人口 時間ずれ 昭和 60年人口
(km，2) (人/ha) 比率(%) (年) 充足率(%)
金沢区 30.4 68.2 29.7 -2.4 85.0 
戸塚区 94.6 74.2 11.1 -1.1 79.1 
横須賀市 99.5 48..3 57.6 -1.7 88.9 
平塚市 67.9 39.7 36.5 -1.2 85.4 
鎌倉市 39.5 51.8 44.] O. ] 85.i 
藤沢市 69.6 55.7 27.8 -0.6 84.6 
茅ヶ崎市 35.8 61.3 25.6 0.1 84.4 
逗子市 17.9 37.1 57.1 -1.0 87.1 
相模原市 90.8 68.4 11.9 -1.9 77.7 
-浦市 31.3 16.9 65.0 5.9 95.8 
秦野市 104.2 16.6 24.6 -3.7 82.1 
厚木市 92.9 22.9 16.4 -3.6 82.6 
大和市 28.6 80.5 12.4 -1.5 77.2 
伊勢原市 55.7 18.2 26.2 0ー.3 76.5 
海老名市 25.2 45.8 10.9 -3.0 80.7 
座間市 17.9 74.3 7.8 -1.9 75.0 
綾瀬市 22.2 44.2 2.0 3ー.7 72.4 
葉山 17.0 20.3 41.9 -3.1 84.6 
寒川 13.2 38.1 19.5 -2.6 79.8 
大磯 17.2 19.5 65.5 1ー.6 92.7 
一宮 9.0 38.9 36.1 つーつ 83.0 
中井 19.8 6.2 45.5 0.1 76.6 
大井 14.7 12.0 36.5 1ー.2 79.6 
松田 37.3 3.6 74.2 3.0 95.8 
開成 6.2 22.0 32.5 1ー.5 82.0 
愛川 34.1 13.5 28.2 -2.2 76.4 






自治体名 面責 最終人口密度初期人口 時間ずれ H抗日 GO年人u
(km，2) (人/ha) 比率(%) (年) 充足率(%)
川越市 109.1 39.1 23.3 -2.4 66.9 
所沢市 71.8 60.1 12.3 つー つ 63.7 
飯能市 134.1 6.1 53.2 つーつ 82.0 
狭山市 49.7 48.0 10.7 -1.6 60.5 
入間市 44.8 39.2 19.1 -2.0 67.5 
坂戸市 41.1 42.3 11.4 -3.2 50.4 
ニ方 15.6 35.2 4.4 2.9 57.7 
毛呂山 33.7 15.3 19.6 3.2 66.8 
越生 40.2 3.4 72.0 -2.7 84.7 
鶴ヶ島 17.8 45.9 4.1 -4.8 60.6 
日高 47.3 18.0 18.5 つーつ 56.4 
川島 42.1 7.6 47.3 -0.5 62.1 
八王子市 187.8 32.7 2 . 10 1ー.6 69.4 
立川市 24.2 76.6 36.6 5.0 79.0 
青梅市 104.0 14.8 34.6 -3.4 72.2 
昭島市 17.2 71.6 23.9 G.6 7D.2 
町田市 71.5 68.6 10.5 0.8 G5.5 
日野市 27.1 82.9 9.4 3.3 69.4 
福生市 10.4 65.4 22.1 5.4 75.6 
武蔵村山市 15.2 66.0 9.8 -0.8 GO.6 
多摩市 20.7 J 03.] 0.4 -4..1 .57.) 
秋川市 22.1 32.2 18.1 -1.5 64.1 
羽村 9.8 76.9 12..3 -2..s 62.7 
瑞穂 16.8 20.8 31.0 0.1 77.3 
日の出 28.2 9.0 30.1 -3.0 62.3 






;31 = 0.089 ， s'2_ = 0.070，人口増加の勢い=2.5.47年
自治体名 問責 品終人口密度初期人口 時間ずれ 昭和 60年人口
(km2) (人/ha) 比率(%) (年) 充足率(%)
古河市 21.0 29.3 74.4原 22.8 93.2 
結城市 65.2 10.3 55.3 -3.1 77.9 
八千代 57.8 5.1 74.5 -1.7 81.8 
総和 53.3 11.1 34.1 -1.8 69.7 
五霞 23.3 3.8 92.7 16.0 96.9 
50.2 10.2 34.0 -3.1 60.7 
猿島 31.9 5.8 73.9 2.4 84.2 
t克 46.3 6.8 67.6 2.0 83.2 
野木 30.4 8.7 36.9 -2.2 71.6 
藤岡(栃木県) 60.9 3.5 73.7 29.3 95.8 
館林市 60.8 14.7 62.2 0ー.8 84.0 
板倉 41.3 4.1 92.7 -1.6 93.3 
明和 19.1 5.8 89.6- 27.2 91.1 
加須市 58.8 10.5 67.3 0ー.6 82.1 
羽生市 59.3 9.7 74.6 -1.9 89.5 
久喜市 25.0 33.0 25.0 -2.9 71.0 
騎西 28.2 8.7 59.0 -0.7 71.2 
北川辺 21.0 7.2 51.2 0ー.5 67.2 
大利根 24.7 6.7 70.0 1.4 84.8 
宮代 16.3 27.9 21.2 -3.4 68.7 
臼岡 24.5 18.8 32.4 -2.9 74.1 
菖蒲 27.3 11.6 47.6 1.6 66.4 
栗橋 15.7 15.6 50.8 -0.6 82.1 
鷲宮 13.7 31.9 16.9 -2.4 59.8 
幸手 35.8 21.9 29.0 1ー.0 65.6 
杉戸 29.6 19.0 28.4 6.5.7 







面責 最終人口密度初期人口 時間ずれ 昭和 60年人口
(km'2) (人/1日 比率(%) (年) 充足率(%)
竜ヶ崎市 74.5 6.8 65.4 2ー.1 96.6 
水海道市 79.6 5.2 89.G峨 23.3 101.2 
取手市 36.8 23.1 16.8 3ー.5 92.2 
岩井市 91.5 4.9 73.4 -2.4 9<:1..6 
新利根 29.6 5.4 48.6 3ー.4 55.8 
伊奈(茨城県) 46.7 6.0 84.3鍬 9.4 90.6 
谷和原 34.2 3.7 78.1 -0.4 91.0 
石下 43.9 5.0 63.0 14.0 97.3 
守谷 35.5 7.0 39.7 -3.5 96.1 
藤代 32.2 10.6 33.3 -2.5 87.7 
利根 25.0 12.7 24.2 -1. 7 62.2 
八潮市 18.1 45.0 15.8 0.3 83.0 
-郷市 30.4 40.5 3.9 -3.5 87.8 
吉川 31.0 16.7 25.8 -2.9 8<:1..2 
松戸市 61.2 79.7 10.8 -2. ] 87.G 
野田市 73.9 14.7 43.6 -3.5 97.8 
柏市 73.0 40.5 13.2 -2. ] 92..5 
流山市 35.3 37.8 9.0 -2.9 93.5 
我孫子市 44.1 27.8 11.5 -3.5 91.2 
鎌ヶ谷市 20.5 46.7 5.3 -2.7 89.4 
関宿 29.9 12.5 30.6 -1.4 66.8 
沼南 42.5 9.3 20.7 -3.5 96.8 
白井 35.2 10.3 1.3.7 -3.4 88.8 
足立区 53.3 123.3 28.3 8.6 94.8 





sl = 0.0.54 1 ん =0.037，人口増加の勢い=4.5.55年
自治体名 間責 品終人口密度初期人口 時間ずれ 昭和 60年人口
(lcm2) (人/ha.) 比率(%) (年) 充足率(%)
土浦市 91.5 20..5 29.9 12.6 92.4 
下妻市 61.6 7.9 .54.8 8.1 67.3 
江戸崎 53.6 4.4 51.7 0.3 58.6 
美浦 70.7 6.0 16.5 4.6 33.2 
阿見 70.7 10.8 29.2 -1.0 49.3 
牛久市 59.2 23.3 9.5 -.5.5 37.6 
茎崎 27.9 37.2 5.3 -2.8 21.8 
桜川 34.0 2.7 70.4 38.8 88.9 
東 61.2 2.6 48.8 47.4 8.5.5 
出島 110.8 2.1 66.8 15.9 79.9 
千代田 49.3 7.7 66.6輩 18.0 60.5 
新治 34.1 3.4 71.1 1.3 78.2 
桜 35.0 54.8 4.1 -1.7 21.6 
谷田部 79.5 15.8 15.1 -3.3 29.7 
豊里 32.1 6.6 49.1 2.6 58.6 
筑波 77.1 3.3 49.3 52.9 89.5 
大穂 34.0 7.9 40.1 2.3 .50.6 
関城 34.9 6.1 59.0 17.7 76.3 
明野 47.0 4.8 60.9 22.2 79.6 
千代川 19.4 5.8 58.2 22.2 78.5 
成田市 130.5 17.4 18.2 1ー.3 34.0 
印西 .53.0 16.0 18.5 -2.7 27.5 
本埜 22.8 2.3 87.3 0.7 89.2 
栄 34.4 20.2 11.8 -3.5 20.5 
下総 31.8 2.4 84.4 24.9 91.1 
ネlド崎 19.5 3.2 73.4 42.1 91.6 





sl =0.113 ， s2 = 0.102，人口増加の勢い=18.6.5年
自治体名 間責 最終人口密度初期人口 時間ずれ 昭和 60年人口
( km，2) (人/ha.) 比率(%) (年) 充足率(%)
千葉市 270.3 35.3 21.0 -2.0 82.7 
市川市 56.3 80.1 27.3 -0.8 88.2 
船橋市 85.0 72.4 17.4 1ー.3 82.3 
佐倉市 102.3 15.0 22.3 -2.0 78.8 
習志野市 20.8 77.3 19.1 0.1 84.9 
八千代市 51.2 35.8 4.8 っー.( 77.G 
浦安市 17.0 83.7 38.0 -1.8 6.5.9 
四街道市 36.0 22.0 12.1 -4.1 8L1.7 
酒々井 19.2 1.3.9 18.8 -2.8 G.5.3 
印猪 46.6 1.7 91.6 0.2 96.3 
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それは 701万人となった(図 5.12の状態).つまり，現在の首都 70kn1闘
の人口は，最終的な値のほぼ 6分の 5であるとわかった.
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(b)縦軸は人口比率 (b)縦軸は人口比率
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図 5.20:京浜東北線，高崎線沿線の人口密度変化










大グループ番号 昭和 60年人口 20]0年推計人口(増加人数)
1 (東海道本線，中央本線沿線) 7973.320 8081.366(108046) 
1 (者ルL、からE間住のある東海道本線沿線) 3737106 4439668(i02562) 
I1 (者見、から距離のある中央本線沿線) 2822701 3877285(1054584) 
1¥1 (主として埼玉県南東部) 3004657 3] 60648(1 55991) 
v (高崎線沿線) 801.336 958427 (] 57091) 
¥'1 (東北本線沿線) 8.5844 1 OG2150 (206306) 
¥'IJ (常磐線沿線) 28366!3 3092269 (25.5.596) 
¥'I1 (都心から距離のある常磐線沿線) 678501 1] 0.3209( 426708) 
1:¥ (総武線沿線) 2794226 .32.38390 (464] 64) 
X (千葉県半島部) 909.:;34 1] 93902 (284368) I 
首者|砲全体 26413897 .30229.316(.381.5419) I 
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結果を表 5.12，図 5.29に示す.図 5.29では図 5.27の場合より吏に早く人口
密度 10人/ha.に達する傾向がわかる.この場合，全自治体が 21世紀中








































































































F1 {.fl(t) =αlt +α2} (6.3) 
F2 {.f2(t) =入lt+αl} ( 6.4) 
F3 {.f3(t) =αlt +入l} (6.5) 
F4 {.f4(t) =入lt+入2} (6.6) 
154 
それぞれの関数族に属する直線群は凶6.1(a)--図 6.1(d)に表わされる.式










































fl(t + T) ==α1 (t十ア)+α2 
ー αl(t)+(αlT+α2) (6.7) 
となるので，a = (αlぅα17+α2)とおきなおせば¥相対時間関数の定義を満



















Sl(t + T)= g(f2(t)) 
が成立する.すると関数 g(f2(t))は明らかに関数族s，こ属する.
S2(t) = g(f2(t)) 
つまり，
















fl(t)ιF1' f2(t)εF2と与えたとき，以下の定義で与えられる関数 gl(t) 
159 

/ αi.3αi.l +αj.3Qj・1 入2 入 Qi，3αi.2+句、30j・2~-À2ハx (1- ε-"'1" '，" J'" J....C-1I1i 
¥ αi，3 +αj，3 入2一入l αi，3 +αj.3 守 / 
A 
となる. ここで地域人jを足した地域(関数の記号)をたとおき，
















αi，3αi.1 +αj，3αj，l Oi.3αi，2 +αj，3αJ，2 
αk，lこ うαk.2= うαk，3ニ αi.3十 α)，3
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入っ ¥ J ， 4 
























η 個の係数入二{入1ヲ入2γ ・う入η}を持つ m 階微分方程式
}r(tぅf( t)， f' ( t) ，・.， .f(m) (t) = 0 


















































f1うんおよびスカラー 51ぅ匂による H寺系列関数13: 





関数 fの i階微分を f(i)と書くと，関数 f3の i階微分は
-r(i) 5ldi)+ゎdi)
は 51+ 52 



















f3 (ら(t) ==α2{入1t+α1} +入2
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